平成29年２月●日
国税庁長官　迫田　英典　殿
（組合名、個人名など）
「酒類の公正な取引に関する基準の取扱いについて(法令解釈通達)案」等
に対する意見について
謹啓　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は酒類小売業界に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
また、当該通達案について、当会に対して意見を聴取して頂きましたこと、御礼を申し上げます。
　当該酒税法等改正については、永年、地域社会を支え、文化を守り育んできた、当会組合員の必死の行動が、規制緩和の現在の流れに棹さしたものです。その当会組合員は、貴庁傘下の各税務署に対して、酒税保全はもとより税務行政全般に、目に見える形で尽力をし、顔の見える関係を築いてまいりました。
なぜ酒類に、他の商品とは異なるルールが必要であるのか、当該改正法は全会派の理解を得、そして貴庁においても御理解を頂いている所です。
　つきましては、『酒類の公正な取引に関する基準（以下「基準」）』及び『取扱い通達（以下「通達」）』が、立法趣旨に副い、目に見える形で、執行されるよう全組合員が注視しておりますので、以下の通り改めて意見を申し上げますので、実効性の伴う執行をして頂くよう重ねてお願い申し上げます。
謹白
記
1． 【迅速且つ徹底した取締りを強く要望致します】
酒類は国民生活に深く関わるとともに、一般商品とは異なり、課税物資であり、かつ青少年や国民の健康、酒税収入の約３倍と試算されている社会的コストなど、社会への影響の大きい特殊性を有する商品です。現在まで行われている取引実態調査結果を受けて、過去、指導状況や改善状況に問題のあるような事業者で、貴庁が公正取引委員会へ報告を行っているような取引については、迅速かつ、特に徹底した調査及び取締りを行うよう強く要望致します。
2． 【不透明なリベートへの厳正な対処をお願いします】
特に酒類メーカー各社の「頭越しリベート」については不透明で廃止をすべきものだと思料します。ついては、仕入れに係る値引きに反映する際には慎重な執行をして頂くたくお願い致します。
3． 【施行に際して十分な周知を願い致します】
施行に際しては、様々な機会を通じ、十分な説明と周知をして頂きたくお願い致します。
以上
